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A.研究目的 
性感染症は、女性においては、20歳代の若年女

性が標的となっている。4大性感染症のいずれも

女性の罹患ピークは 20歳代にあり、男性のそれ

と比べると明らかに若年である。これらの女性の

感染源を考えると、性産業がその現場となってい

ることが推定される。 

性産業と婦人科領域は関連性が高い。特に若年

女性の性感染症の一部は、性産業従事者に集中す

る。性交渉による望まない妊娠に対する避妊の意

識は、性産業従事者の中でも比較的高く経口避妊

薬等による予防が容易である。しかし、性感染症

については、女性自身だけで予防し切れるもので

はない。性器ヘルペス、尖圭コンジローマ、梅毒

は、性的接触によって容易に感染する性感染症で

ある。 

その中で、近年問題となっているのが梅毒であ

る。また、梅毒の温床が性産業であるとの報告も

国内サーベイランスから見えている。性産業を利

用した男性から、一般女性への感染も臨床現場で

は散見され、それがさらに妊娠と関連した場合に

は、母子感染を引き起こし先天梅毒に至る。2014

年以降、先天梅毒も増加し、性産業に発する感染

症が次世代にも影響を及ぼし始めている。 

 

 

 

そこで、本研究では、性産業従事者における性

感染症の実態調査とその予防のための啓発ツー

ルを検討することを目的とした。性産業従事者は

不特定の男性との性的接触が多いことから、病原

体への曝露が避けられない。顕性感染では、有症

状であることから性産業従事者へのリスク把握

が可能となるが、不顕性感染では実際の現場でリ

スクを知ることが困難である。 

性感染症の知識は、健康教育でほぼ得ることが

できず、かつ高校への未就学の女性もありえる。

外国人従事者も考えられる。性産業の店舗への啓

発が十分に浸透し切れないと考えると、インター

ネット等による性感染症の周知が１つのツール

である。これまでも多くの団体から性感染症啓発

ツールがインターネットでアクセスできる状態

になっているにも関わらず、梅毒を中心に性感染

症が増加していることを考慮すると、新たな啓発

ツールが求められる。 

 
B.研究方法 
H29年度は、性感染症クリニックおよび風俗街

を有する自治体の保健所と連携して性感染症の

実態調査の体制を確立し、クリニック、保健所へ

の調査を実施し、課題を抽出する。H30年度には、

クリニック受診者の実態把握のために、

研究要旨 

本研究では、性産業に関わる事業者と従事者の調査によって、多様化・複雑化している性産業の実態

を明らかにすることである。性感染症クリニックや地域一般住民の調査も加えることで、現代の性産

業における現状を、より多角的な実態調査によって把握する。対象者の調査を行うために行政担当者

や当事者グループとの協力体制を構築する。各研究によって得られた調査結果は、より効果的に受検

勧奨と予防啓発へと結びつけられるような仕組みとなっている。特に、最近国内外で増加している梅

毒については全数報告の対象疾患であり自治体レベルでの実態把握を組み込み、性産業が性感染症の

温床とならないようにするための対策を検討している。 
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Case report form(CRF)を用いた詳細な症例調査

研究を組み立て、受診者における梅毒などの治療

内容とその効果判定の有無などを調べて、蔓延の

原因検索を行う。H31 年度に性感染症クリニック

および一般市民に向けた啓発ツールを作成し、こ

れをクリニックや保健所に配布するともに、適宜、

性感染症の診療ガイドラインの改訂に繋げると

いう計画で研究を開始することとした。 

H29 年度は、実態調査をするための協力機関の

選定を行い、調査依頼を行うとともに調査内容の

ブラッシュアップを行う。また、アンケート調査

の研究倫理審査の申請に向けた準備を行う。また、

梅毒に関する実態調査を日本産科婦人科学会の

もとで担当したデータを再度解析して、妊婦にお

ける梅毒の蔓延の実態把握とその原因について

検討した。 

 
(倫理面への配慮) 
アンケート調査において、患者からのアンケート

を実施する場合は、無記名アンケートとして個人

を同定できないように実施する。また、研究倫理

審査は、研究分担者の所属施設（日本大学医学部）

で行うこととし協力機関からの倫理審査の委託

を受ける予定である。 

 
C.研究結果 
 研究開始が 2 月後半となったために、性感染症

クリニックや自治体保健所への調査依頼は今後

実施するが、性産業が集中する地域を選定してい

る。都内では台東区、新宿区、神奈川では川崎を

候補として性感染症クリニック、保健所との連携

を行う。 
 診療所への調査項目では、性産業従事者の患者

数を把握、診断に至った性感染症疾患とその罹患

年齢、診療所で調査している STI チェック項目、

スクリーニングとして行う梅毒、HIV 検査の有無、

受診間隔や回数、等を抽出した。診療所医師から

の予防啓発のツールや口頭での予防啓発の有無

を調べ、性感染症クリニック受診が啓発ツールと

して機能しうるかを検討することとした。また、

同地域の保健所の協力を得て、性産業従事者の受

診行動の把握をめざしている。性感染症予防啓発

の第一歩は、医療機関への受診行動であり、その

ための啓発が性感染症予防に直結する。 
 一方で、性感染症クリニックのみならず、一般

診療所へ受診する女性も多いことから、一般婦人

科医への周知も必要と考えられる。今後、産婦人

科医への梅毒を中心とする啓発も検討する。 
 その一つの試みとして、H28 年度に実施した日

本産科婦人科学会の「女性ヘルスケア委員会  
「本邦における産婦人科感染症実態調査」小委員

会」で実施した全国調査の結果を考察した。全国

の産婦人科領域専門医機構基幹施設にアンケー

ト調査を行ったものである。257 施設からの回答

であった。2011-2015 年の 5 年間で 166 例の梅毒

合併妊婦がいて、そのうち 3/4 が未受診・不定期

受診妊婦であり、いわゆる社会的ハイリスク妊婦

であった。これらの母親は、妊婦健診の初期スク

リーニング検査である梅毒血清反応を受けてい

なかった。その結果、適切な抗菌剤治療が実施さ

れず、20 例（約 15%）の母体から生まれた児が

先天梅毒を発症した。これらの社会的ハイリスク

妊婦が性産業従事者とは言えないが、経済的貧困、

家庭内 DV、外国人、若年妊娠、等が一般的な背

景である。梅毒に感染する機会がどこであったか

の調査も今後必要かもしれない。 
 
D.考察 
 今後の検討により、性感染症クリニックへの受

診行動を促すための啓発ツールには、社会的弱者

へのより積極的なアプローチが有用と考えられた。 
一方で、3/4 の梅毒合併妊婦は定期的に妊婦健

診を受診している経済力のある妊婦であること

から、それらの女性が梅毒に感染したルートとし

て男性パートナーの行動が危惧される。これらの

男性と性産業の関連性にも注目していくべきと

考えられた。 
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E.結論 
 本年度は限られた時間で調査実施には至らな

かったが、来年度に実施するべき調査項目の検討

ができた。性感染症クリニックと保健所の協力を

得て、性感染症、特に梅毒、の温床となっている

現場を絞り込み、積極的なアプローチによる啓発

法を確立していきたい。 
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